
令和５年第 15回玉野市教育委員会 会議録 

   

Ⅰ 期 日   

 令和５年10月10日（火）   

   

Ⅱ 会議時間   

 開会時間：14時00分   

 閉会時間：14時25分   

   

Ⅲ 出席委員   

 教育長 多田 一也   

 委員  太宰 実千代 委員  二宮 崇  

 委員  横山 純子   

   

Ⅳ 欠席委員   

 教育長職務代理者 三宅 英次   

   

Ⅴ 説明のため出席した職員   

 教育次長   小﨑 隆   

 教育総務課長 琵琶 学 学校教育課長 的場 佳代  

 就学前教育課長 渡邊 まり子 社会教育課長 寳藏 光辰  

    

  （書記）清山 智保   

   

Ⅵ 会議内容   

 １ 開  会   

  

 

 ２ 前回会議録の承認 

（１）令和５年第14回教育委員会会議（令和５年９月26日）の議決事項等について 

   教育長の報告：鉾立小学校児童の安全確保に係る対応方針 保護者説明会について 

   議 事：議案第38号玉野市立学校徴収金取扱要綱の一部改正について 他１件 

   協 議：令和４年度「教育委員会の事務に関する点検・評価報告書」（第１稿）

について 

   報 告：なし 

 

（承認） 



  

 

 ３ 教育長の報告   なし 

  

 

 ４ 議  事   なし 

  

 

 ５ 協  議   なし 

  

 

 ６ 報  告   なし 

（１）鉾立小学校の児童の安全確保に係る対応方針説明会について 

 （教育総務課長）  ９月 25日に鉾立小学校の保護者へ、９月 27日に鉾立地区の地域

の方へ、10月５日に胸上小学校の保護者へ説明会を実施した。

鉾立小学校も胸上小学校も保護者に関しては、特に反対の意見は

なかった。鉾立小学校の保護者からは、児童の安全確保を早期に

望む意見をもらっており、胸上小学校に通うことになった後の制

服のことや、放課後児童クラブのことについての質問があった。

一方で地域説明会に参加された方は年配の方が多く、基本的には

鉾立小学校を残してもらいたい方々が集まっていた。鉾立小学校

を存続させるための別の方法を考えるべきではないかという反対

の意見があった。事務局としてはこれまでの経緯を踏まえ、建設

事業を伴わない形で児童の安全確保について検討し、今回のス

クールバスの方針を固めたことを再度伝え、最終的には、市長か

らも今回の件について協力と理解を求めて、この会を終了した。

特に保護者から反対の意見が出なかったため、この案で進めてい

きたいと思っている。12月補正でスクールバスの予算を計上し

ていく予定である。予算が可決されたら、正式に動いていくこと

で考えている。 

 （太宰委員）    おおむね保護者から了承を得られ、地域の方が学校を残してほし

いというのは想定どおりである。少し小耳に挟んだ話であるが、

説明会でオブザーバーとして参加している市議会議員が自己弁護

のようなことをされたということを聞いたが、地域の方として発

言したのか、市議会議員として発言したのか。そもそもそういう

ことはあってよいのか。 

 （教育総務課長）  議員はオブザーバーとして、参加している。発言はしない前提で

の参加である。地域の説明会は反対の声が多く、地域の方から

は、６月議会で予算案が否決された理由を詳しく知りたいという



声が大きかった。事務局からも説明はしたが、議員が来ているこ

とから、地域の方から求められ、その場の雰囲気もあり、話をす

る流れとなった。一部の議員からは、否決された理由の説明では

なく、地域で噂になっていることに関する弁明の話になった。そ

ういう場ではなく方向がずれていたが、そういう状況であった。 

 （太宰委員）    我々も適正規模の検討委員会でオブザーバーとして出ているが、

言いたいことがあっても言えないし、言うべきでないと思ってい

る。議員が同席していることで、そういう状況になったことは理

解はできるが、発言させるべきではなかったと思う。 

 （二宮委員）    今回は安全確保が目的であって、保護者も早期の対応を望んでい

るということであるが、最短で令和７年４月からということで

あったと思う。確認のため聞くが、令和６年ではなく令和７年と

いうことでそれが一番早いということで間違いないか。 

 （教育総務課長）  できれば、令和６年４月から実施できるのがベストだと思うが、

スクールバスの運行事業を実施するにあたっての手続きや、バス

の準備等も考えると、今から半年以内で実施するというのは難し

い。年度の途中でということも現実的ではないため、令和７年度

からが最速である。それまでの間の対応としてはいくつかある

が、できるだけ特別教室棟を使うということも学校から提案して

もらっている。 

 （横山委員）    新聞で、児童にヘルメットを貸与するということが掲載されてい

たが内容について説明してもらいたい。保護者から制服について

の質問があったそうだが、現時点での方向性が決まっていたら教

えてもらいたい。 

 （教育総務課長）  ヘルメットについては、６月議会で予算が否決された後、当面、

今の木造校舎で子どもたちが過ごしていかなくてはいけない中

で、学校や地域の方からも、すぐに実施可能な安全対策の求めが

あり、児童用のヘルメットを購入し２学期から貸与している。そ

のヘルメットを活用した避難訓練も実施してもらっている。制服

や体操服については、今あるものはそのまま使ってもらってよい

ということで回答している。 

 

（２）令和５年度玉野市文化・スポーツ顕彰の表彰者について 

 （社会教育課長）  資料により説明 

  

 

 ７ その他 

（１）令和５年 11月／12月 月間行事予定 



 （教育総務課長）  資料により説明 

  

 

 次回、教育委員会定例会は令和５年11月１日（木）15：25から開催するので参集願う。

以上で、令和５年第15回教育委員会を閉会する。 

  

 

 

 

 

 

 

会議録調整者 書記 清山 智保 

会議録署名委員 教育長 多田 一也 

 教育委員 太宰 実千代 

 

 


